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主論文 

Effects of Fatty Acid Therapy in Addition to Strong Statin on Coronary Plaques in Acute 

Coronary Syndrome: An Optical Coherence Tomography Study 

 

高脂血症を合併する急性心筋梗塞における冠動脈血管修復過程に及ぼす多価不飽和脂

肪酸の追加投与効果に関する研究 

 

 Yoko Kita, Makoto Watanabe, Daisuke Kamon, Tomoya Ueda, Tsunenari Soeda, 

Satoshi Okayama, Kenichi Ishigami, Hiroyuki Kawata, Manabu Horii,  

Fumitaka Inoue, Naohumi Doi, Hiroyuki Okura, Shiro Uemura, Yoshihiko Saito 
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論文審査の要旨 

 

本研究は、光干渉断層法 (OCT)を用いてストロングスタチンに EPA (eicosapentaenoic 

acid)、DHA(docosahexaenoic acid)を追加投与した時の急性冠症候群後の冠動脈脂質プラ

ークに与える影響について検討している。 

申請者は登録患者をコントロール群 (ストロングスタチン単独)、EPA 群、 EPA+ DHA

群に割り付け脂質プラークを有する非責任, 非有意狭窄病変が存在する患者計 97 例を

対象とした。研究の結果、ストロングスタチンに EPA もしくは EPA+DHA を追加する

ことによる脂質プラークの安定化作用は証明されなかったが、サブ解析にて薄い線維性

被膜 (FCT) を有する脂質性プラークに対しては有意な FCT の増加が観察された。公聴

会では、対象血管が責任血管にある場合のカテーテル治療がプラーク性状に与える影響

についての質問に対し、対象血管はステントから 10mm 以上離しているためステントの

薬剤は到達しないこと、また各群で対象血管が責任血管にある群と無い群で分けて脂質

プラークの OCT 測定値を比較したが全ての群で有意差を認めなかったなど適切に返答

を行っていた。本研究は DHA 製剤による動脈硬化安定化作用について血管内イメージ

ングを用いて調査した初めての研究である。 

以上より、本研究は医学博士の学位に十分値する非常に有益な研究と評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環器病態制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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